
○教育・保育量の確保状況

【1号認定に係る当初の確保方策の考え方】

■1号認定者（3～5歳，認定こども園および幼稚園） （単位：人）
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

197 211 193 188 171

280 280 280 280 280

各年度4月1日児童数 203 217 211 209 ―

各年度10月1日児童数 202 219 212 211 ―

【2号・3号認定に係る当初の確保方策の考え方】

【中間見直しによる修正】

■2号認定者（３歳～就学前，認定こども園および保育所（園）） （単位：人）
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

389 417 380 369 383

389 417 380 369 383

各年度4月1日児童数 385 382 377 372 ―

各年度10月1日児童数 390 394 393 379 ―

■3号認定者（０歳，認定こども園および保育所（園）＋地域型保育） （単位：人）
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

61 59 58 53 51

認定こども園・保育所（園） 61 59 58 53 49

地域型保育 0 0 0 0 2

各年度4月1日児童数 14 12 21 17 ―

各年度10月1日児童数 28 48 36 36 ―

■3号認定者（1～2歳，認定こども園および保育所（園）＋地域型保育） （単位：人）
平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

158 138 136 203 178

認定こども園・保育所（園） 158 138 136 203 174

地域型保育 0 0 0 0 4

各年度4月1日児童数 161 150 168 180 ―

各年度10月1日児童数 168 155 183 183 ―
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【現況分析と今後の見込み】
　平成29年度において，年度中途の入所の増加により，3号認定のうち0歳児及び1歳児で待機児童が生じました。
今年度は，0歳児に待機児童が生じています。
　上記の表では，平成30年度の見込値に対する確保方策の値を実績値が下回っていますが，公立保育所におい
て保育士確保が十分できず，確保方策の人数を確保できていないため，結果として待機児童が生じています。
　今後は，待機児童解消のため，引き続き保育士確保を始めとする保育体制の充実を図るとともに，民間法人の
保育事業の実施を積極的に支援していきます。また，保育サービス拡充のため，公立保育所の再編を着実に進め
ていきます。
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　本市には，幼稚園が1園（私立）のみのため，当該施設の定員を踏まえて設定します。また，2号認定の幼稚園利
用ニーズは，当該施設で実施している預かり保育により対応します。
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実績値

　当初計画では人口減少に伴い利用ニーズも減少すると見込んでいましたが，実績値とのかい離が生じたことか
ら，2号認定については平成31年度，3号認定については平成30年度及び平成31年度の見込値及び確保方策の
値を修正しています。

　本市には，保育所（園）が7か所（私立：3か所，公立：4か所）あり，ニーズ調査により把握したニーズおよび実際
の利用実績を踏まえて設定します。また，地域型保育については，引き続き保護者のニーズを把握しながら，必要
性について検討します。
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